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授業展開の変更



2023年までの授業

各章ごとに授業を進めていた



2024年からの
授業

各章を4分割して少しずつ進めている



４回転授業の
アンケート
集計結果





4回転授業を
考案した背景



AIが発達していく中で、
私が1年間の
情報Ⅰの授業を、
どう展開したら
よいのか？



松尾先生の動画を見ていて

• 1年でn＝１でよいのか
y=a(1+r)^n

画像引用：https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2205/16/news005.html



t=1でよいのか→t=4へ

画像引用：https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2205/16/news005.html



4回転授業計画
と運用
今までの2年間の実践の組み直し

授業サイトの工夫



授業展開予定
１回転目（5月末ぐらいまで）
回数 第1章

情報社会の問題解
決

第2章
コミュニケーショ
ンと情報デザイン

第3章
コンピュータとプロ
グラミング

第4章
情報通信ネットワー
クとデータの活用

1-1 Society5.0 アナログと
デジタル

論理回路 コンピュータ
ネットワーク

1-2 情報とは何か
情報源と情報
の検証

デジタル情報
の表現

コンピュータの構
成

通信プロトコル

1-3 情報とメディ
アの特性



授業展開予定
２回転目（9月中旬まで）
回数 第1章

情報社会の問題解決

第4章
情報通信ネット
ワークとデータ
の活用

第2章
コミュニケー
ションと情報デ
ザイン

第3章
コンピュータとプログ
ラミング

2-1 情報社会と法
規・制度

パケット通
信

10進法と2進
法と16進法

Python1
（順次実行と変数）

2-2 個人情報の適正
な利活用と保護

通信の信頼
性

情報の可視
化１

Python2
（条件分岐）

2-3 情報セキュリ
ティ

情報の暗号
化

情報の可視
化２

Python3
（配列）

2-4 情報セキュリ
ティ対策のため
の技術

Python4
（繰り返し）



授業展開予定
３回転目（12月まで）
回数 第1章

情報社会の問
題解決

第2章
コミュニケーション
と情報デザイン

第4章
情報通信ネットワーク
とデータの活用

第3章
コンピュータとプロ
グラミング

3-1 問題解決の
プロセス

アナログとデジ
タル

IPアドレスとドメ
イン名

Python5（関数
の定義と利用）

3-2 知的財産権 デジタル情報の
表現

WWWのしくみと
URL

Python6（繰り
返しと選択の組
み合わせ）

3-3 著作権 画像のデジタル
表現

3-4 色のデジタル表
現



授業展開予定
４回転目（3月まで）
回数 第2章

コミュニケーショ
ンと情報デザイン

第3章
コンピュータとプ
ログラミング

第1章
情報社会の
問題解決

第4章
情報通信ネットワーク
とデータの活用

4-1 動画のデジタル表
現とデータの圧縮

Python7
（WebAPI）

情報技術の
発展の光と影

データベース

4-2 情報を表現する
方法

Python8
（WebAPI）

情報技術の
適切な活用

データのさまざまな形
式・データの種類と尺
度水準

4-3 ユニバーサル
デザイン

コンピュータので
の数値の内部表現

データの分析

4-4 シミュレーション1 データの分析２

4-5 シミュレーション2 データの分析３



オリジナ
ル授業
サイトを
活用







4回転授業の
成果と課題



良い点

•章の終了を待たずに他章へ進めることで、授業の
流れが柔軟になる  

•授業の単調さを防ぎ、生徒の関心を引きやすくな
る 

•横断的な学びが可能になり、学習の関連性を意識
しやすい

•各章のまとめを学年末に集中して行える



課題点

•授業ごとに教科書の該当ページを確認する必要が
ある

•定期考査の範囲がすべての章にまたがる

•進度差によってクラス間で
違う章の単元の授業を展開することがある 

•教材準備に時間と手間がかかる



連携例



１回転目のキーワード

•第1章：情報とは・クロスチェック・メディア

•第2章：アナログとデジタル・情報の単位

•第3章：論理回路・コンピュータのしくみ

•第4章：ネットワーク・プロトコル



横への
連携の例１

論理回路でsimicirjs
を活用（排他的論理
和）



横への
連携の例１

2進法から16進法へ
の変換にもsimicirjs
を活用



２回転目のキーワード

•第1章：個人情報・法規と制度・セキュリティ

•第2章：N進法・補数

•第3章：アルゴリズム・順次・条件分岐・配列・
  繰り返し

•第4章：パケット通信・パリティチェック・暗号化



横への
連携の例２

2進法10進法の変換



横への
連携の例２

パリティチェックの
演習



３回転目のキーワード

•第1章：問題解決のプロセス・知的財産・著作権

•第2章：文字コード・標本化・量子化・符号化

•第3章：配列・ネスト・WebAPI

•第4章：IPアドレス・WWW・URL



横への
連携の例３

情報の構造化



横への
連携の例３

色コード・HTML



４回転目のキーワード

•第1章：人工知能・DX・トラブル

•第2章：動画・データ圧縮・情報デザイン・

•第3章：数値の内部表現・モデル化・
  シミュレーション

•第4章：データベース・データ分析



横への
連携の例４

シミュレーションと
データ分析１



横への
連携の例４

シミュレーションと
データ分析２



•この実践は情報という教科だからできる

•情報Ⅰの2年間と今までの蓄積があったから実践できた

•各章のつながりを意識しながら、情報Ⅰの内容を多視点に
応用しながら授業が実践できた

•準備等大変だが、楽しく授業を
展開できる

千葉県立船橋啓明高等学校
谷川 佳隆

４回転授業を実践して
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